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自治労県職労組合員アンケート集約結果
56.5％の職場でサービス残業！　超勤縮減は仕事の簡素化と人員増
メンタルヘルス不全経験者は４割！メンタルヘルス不全職員の認知度は全体の７割！
自治労県職労は、6月に実施した組合員アンケートをまとめました。（詳細は近日中ＨＰに掲載）

危険な箇所の消灯は絶対やめて！

節電対策では、約95％の組合員が「臨機応変に冷房を運転させてほしい」「業務上必要とする照度を確保してほしい」と回答し、82.7％が「暗くて危険な箇所の消灯は、絶対にやめてほしい」、約80％が「冷房の一時停止・間歇運転は、絶対にやめてほしい」と回答しています。

年々増加する超勤時間！

年間の平均超勤時間は20時間でした。5年前の調査では15時間でしたから、5年で5時間、毎年1時間ずつ増加していることになります。

超勤を縮減するための方策として、①仕事を簡素化するが22.3％、②人員増が21.1％、③仕事をスクラップする、③管理監督者の意識改革、がともに15.1％でした。

また、サービス残業が56.5％、ノー残業デーが守られていない職場は56.8と、ほぼ同じ割合で、長時間残業職場ほど未払いが多い実態です。

８割以上の組合員が賃上げを希望

長らく賃金カットや引下げが続く中で、81.4％の組合員が賃上げを求め、一時金引上げは72.9％、諸手当の改善は68.6％が希望しています。
賃金、一時金ともに、昨年から引上げを求める声が強まっています。
人事評価でのプラスは年々増加
人事評価の給与への反映では、一時金で「特に優秀」「優秀」などのプラス評価を受けたことのある組合員は57.8％、定期昇給で「5号以上」昇給したことのある組合員は23.1％で、ともに前年よりも割合が増加しています。

体調を悪くした職員へのフォローが「できてない」が約35％
メンタルヘルスでは、自身が「体調を悪くした経験がある」は約40％、「体調を悪くした職員がいますか」では「いる」が70％強でした。

また、「体調を悪くした職員へのフォロー」では、「できている」約20％、「できていない」約35％、「わからない」が約45％でした。

次世代育成は、通勤手段の拡大も重要
次世代育成では、「子の看護休暇の改善」（「家族」への適用拡大や年齢・日数の改善）、「子育て中の通勤手段の拡大」（自動車通勤等）、「労働時間短縮」を80％強が求め、約75％が「育休取得者の差別是正」を求めています。

グループウエアの利用研修を！

グループウエアについて、35.8％の組合員が「使いやすいとは思わない」と回答しています。

「使い勝手が悪い」と感じる点は、「全庁掲示板に情報が混在している」が31.0％、「必要の無い情報が掲載される」、「利用方法がよくわからない」がともに23.4％でした。

一方、「利用方法について研修を受けたい」組合員が58.2％もおり、研修の充実が求められています。
　自治労県職労は、こうした組合員の声を、秋の賃金確定闘争、基本要求交渉に活かしていきます。
　なお、レクレーションでは、「工場見学」がダントツの希望でした。県ブロックの実施状況を踏まえて、自治労県職労としての開催も検討します。
公務員連絡会が人事院総裁に対して今期勧告に向けた要求書を提出

公務員連絡会の委員長クラス交渉委員は、6月19日11時から人事院との交渉を実施し、棚村議長が原総裁に直接「2012年夏季における要求書」(別紙)を提出した。これにより、2012年夏季の取組みが正式にスタートした。
　交渉の冒頭、棚村議長は次のとおり要求の趣旨を説明した。
(1)本年の民間組合の春季生活闘争は、東日本大震災、歴史的な水準にある円高、ＥＵを起点とする経済・金融の世界的混乱という大変厳しい情勢の下で取り組まれ、全体としては賃金カーブを維持しているが、一時金については昨年より厳しい結果になっている。
(2)一方、国家公務員の給与について、給与改定・臨時特例法によって、特例減額後の額が支給されている。加えて、退職手当についても、人事院の調査結果を踏まえて、400万円を超える減額を行うべく、具体的な引下げ措置の検討が始まるなど、公務をめぐっては極めて厳しい情勢にある。 

こうした状況の下で、公務員労働者が生きがいを持って働ける職場の確立を求める声が高まっている。地方出先機関の移譲などの雇用不安や雇用と年金の接続という将来不安が差し迫ってきている下において、公務員労働者が国民の期待に応えていくためには、雇用の安定と公務員に相応しい労働条件が確保されなければならない。

(3)いま、公務員労働者は、2011年３月に発生した東日本大震災からの一刻も早い復旧・復興をめざし、それぞれの持ち場で全力を挙げて取り組むとともに、安心・安全で、質の高い公共サービスを提供するために、高い使命感と責任をもって日々の職務に精励している。 

本日提出した要求書では、公務員の労働条件をめぐる様々な課題について、具体的な要求事項の実現を求めているので、人事院総裁におかれては、公務員労働者が置かれている厳しい状況をしっかりと認識してもらって、人事院の使命としてその解決を図っていただきたい。

(3)本日の要求提出を機に、事務レベルで交渉を積み上げさせていただくが、然るべき時期に総裁から直接、要求に対する回答をいただきたい。と要請した。
　これを受けて原総裁は、「ご要望は確かに受け取った。人事院としては、国会と内閣に必要な報告・勧告を行うという国家公務員法に定められた責務を着実に果たしていく所存である。今後、本年の勧告に向けて、要求された課題について皆さんの意見も聞きながら、検討を進めていくこととしたい」との見解を述べた。
　これに対し、棚村議長が「然るべき時期に総裁から直接、要求に対する回答をいただきたい」と改めて要請し、本日の提出交渉を締めくくった。
自治労県ブロック主催　

夏休み親子社会科見学！

全日空機体工場ほか
○日　時：８月２３日（木）８時１５分集合

○集　合：横浜駅西口天理ビル前

○コース：東京臨海広域防災公園、カジュアルレストランパーク（昼食）、全日空機体工場

○対　象：組合員とお子さん（小学生以上）

○参加費：親子二人で２，０００円

○申込み：7月12日（木）までに組合事務所へ

　　　　　応募多数の場合は抽選となります。
さようなら原発
10万人集会に参加を
○日　時：7月16日（月／祝）12時から
○会　場：代々木公園Ｂ地区（自治労はサッカー場、イベント広場、ケヤキ並木周辺）
※緑の自治労県職労の旗または、オレンジの自治労県本部の旗が目印。
○内　容：コンサート、集会、デモ行進

○呼びかけ人

内橋克人さん、大江健三郎さん、落合恵子さん、鎌田慧さん、坂本龍一さん、澤地久枝さん
いのくら総合分科会

◇テーマ：人権としての障害者福祉法を実現するために

・日時：7月11日（水）13時30分から

・会場：神奈川県社会福祉会館（神奈川区沢渡）

・講師：藤岡毅さん（弁護士／元内閣府障害者制度改革推進会議総合福祉部会構成員）

◇テーマ：気になる内部被ばく子どもたちの尿検査から見えてきたもの

・日時：7月17日（火）18時30分から

・会場：神奈川公会堂会議室（東神奈川）

・講師：青木一政さん（福島老朽原発を考える会）

◇テーマ：インクルーシブ教育にむけてその２
障害者制度改革の現状と今後の動向

・日時：7月19日（木）13時30分から

・会場：神奈川県社会福祉会館（神奈川区沢渡）

・講師：大谷恭子さん（弁護士／元内閣府障害者制度改革推進会議総合福祉部会構成員）

◇テーマ：見えない放射線の恐怖

　　　　　低線量内部被ばくを考える

・日時：7月21日（土）13時30分から

・会場：神奈川県社会福祉会館（神奈川区沢渡）

・講師：松井英介さん（岐阜県環境医学研究所医師）

◇テーマ：基地再編と神奈川の基地問題
・日時：7月28日（土）13時30分から

・会場：神奈川県社会福祉会館（神奈川区沢渡）

・講師：高橋融生さん（神奈川新聞論説委員）

※各分科会ともに入場無料です。
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